
●
有
田
焼
の
新
境
地
開
拓
ま
で

今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
有
田
焼
万
年
筆

は
第
１
期
の
地
域
資
源
（
産
地
技
術
）
活
用
認

定
事
業
で
あ
る
。
万
年
筆
を
産
ん
だ
陶
磁
器
の

産
地
で
あ
る
有
田
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

に
よ
る
陶
磁
器
離
れ
や
中
国
製
品
の
輸
入
激
増

に
よ
っ
て
出
荷
額
は
１
９
９
０
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
を
続
け
て
お
り
、
和
食
器
の
シ
ェ
ア
は
８０

年
代
の
ピ
ー
ク
時
に
は
３３
％
あ
っ
た
も
の
が
、

現
在
１８
％
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

こ
の
製
品
を
事
業
化
し
た
佐
賀
ダ
ン
ボ
ー
ル

商
会
の
石
川
副
社
長
は
、
佐
賀
県
小
城
市
出
身
。

松
下
電
器
産
業
に
入
社
し
、
そ
の
後
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研

究
所
に
出
向
し
て
い
た
。
平
成
１３
年
諸
事
情
に

よ
り
、
妻
の
実
家
で
あ
る
佐
賀
ダ
ン
ボ
ー
ル
商

会
を
継
ぐ
た
め
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
が
、
有
田
窯
業

界
は
不
況
の
真
只
中
、
有
田
焼
の
売
上
が
１０
年

前
の
最
盛
期
の
３
分
の
１
と
な
り
、
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
畑
違
い
の

仕
事
に
慣
れ
ず
、
展
望
も
見
出
せ
な
い
不
安
の

中
、
松
下
幸
之
助
の
「
不
況
こ
そ
、
発
展
の
チ

ャ
ン
ス
。
道
は
無
限
に
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を

思
い
出
し
、「
知
恵
で
勝
負
す
る
新
し
い
土
俵

を
創
れ
な
い
も
の
か
」、「
有
田
焼
の
和
文
化
を

評
価
し
て
く
れ
る
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
を
作
れ
な

い
も
の
か
」
と
必
死
に
新
し
い
事
業
を
模
索
し

て
い
た
。
し
か
し
、「
懸
命
」
で
「
行
動
力
の

あ
る
」
人
を
天
は
見
捨
て
な
い
。
過
労
に
よ
る

入
院
が
き
っ
か
け
で
陶
磁
器
に
よ
る
万
華
鏡
の

開
発
を
思
い
つ
き
、
国
内
第
一
人
者
の
万
華
鏡

作
家
を
監
修
に
迎
え
、
有
田
焼
の
老
舗
窯
元
２

社
、
佐
賀
市
の
ガ
ラ
ス
業
者
等
１２
の
異
業
種
を

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
、
販
売
２
年
目
で
１

億
３
０
０
０
万
円
強
の
売
上
げ
を
達
成
し
た
。

こ
の
有
田
焼
万
華
鏡
の
成
功
に
よ
る
自
信
と

実
績
が
、
石
川
副
社
長
を
よ
り
開
発
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
「
有
田
焼
万
年
筆
」
の
事
業
化
に
向
か

わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●
事
業
計
画
作
成
に
お
け
る
苦
労

＆
今
だ
か
ら
言
え
る
話

有
田
焼
万
年
筆
は
歴
史
あ
る
美
術
工
芸
と
精

緻
な
筆
記
具
が
融
合
し
た
「
美
し
い
」
高
級
万

年
筆
で
あ
る
が
、
価
格
は
１５
万
〜
２６
万
円
と
非

常
に
高
い
た
め
「
こ
れ
は
良
い
ね
。
し
か
し
、

そ
ん
な
に
売
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
」、「
良
い
と

思
う
け
ど
、
値
段
が
高
い
か
ら
買
わ
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
の
」
と
主
観
的
な
内
外
の
意
見
が
多
か

っ
た
。

個
人
的
に
は
製
品
の
完
成
度
、
万
年
筆
コ
レ

ク
タ
ー
の
存
在
か
ら
判
断
し
て
、
直
感
的
に
か

な
り
売
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
は
あ

っ
た
が
、
認
定
を
受
け
る
に
は
市
場
ニ
ー
ズ
、

市
場
規
模
を
あ
る
程
度
客
観
的
に
し
て
証
明
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。

★
こ
う
し
て
課
題
を
乗
り
越
え
た

事
業
計
画
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
う
上

で
重
視
し
た
の
は
、
読
み
手
を
期
待
さ
せ
る
計

画
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
内
の
高
級
万
年
筆

市
場
の
存
在
を
詳
ら
か
に
し
、
ま
た
高
級
万
年

筆
市
場
に
対
す
る
販
売
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
組

み
立
て
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
っ
た
。
高
級
万

年
筆
市
場
の
存
在
に
つ
い
て
は
資
料
・
デ
ー
タ

が
少
な
く
、
活
用
で
き
る
も
の
が
少
な
か
っ
た

た
め
、
東
京
、
大
阪
の
筆
記
具
有
名
販
売
店
で

の
店
頭
調
査
、
店
舗
で
の
高
級
万
年
筆
の
販
売

状
況
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
高
級
万
年
筆

市
場
の
存
在
に
自
信
を
深
め
た
。
ま
た
、
販
売

戦
略
に
関
し
て
は
セ
ー
ラ
ー
万
年
筆
並
び
に
筆

記
具
販
売
店
の
老
舗
で
あ
る
丸
善
が
自
社
の
経

営
計
画
に
有
田
焼
万
年
筆
の
予
算
を
折
り
込
ん

だ
こ
と
か
ら
販
売
計
画
の
信
憑
性
、
実
現
性
の

あ
る
内
容
と
な
っ
た
。

★
仲
間
と
ク
リ
ア
し
た
苦
労
と
困
難

実
際
の
事

業
化
に
到
る
ま
で

有
田
焼
万
年
筆
の
事
業
化
は
、
万
華
鏡
開
発

で
培
わ
れ
た
製
造
技
術
や
異
業
種
を
集
め
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
活
動
し
た
際
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
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か
さ
れ
て
い
る
。

事
業
化
当
時
の
課
題
は

①
万
年
筆
メ
ー
カ
ー
と
の
提
携

②
磁
器
胴
体
の
μ
単
位
の
製
造
技
術

の
２
点
で
あ
っ
た
。

ま
ず
は
売
り
手
を
攻
め
落
し
て
万
年
筆
メ
ー

カ
ー
の
協
力
を
仰
ぐ
べ
き
と
考
え
、
万
年
筆
の

販
売
に
情
熱
を
持
ち
、
国
内
に
販
売
チ
ャ
ネ
ル

を
持
つ
筆
記
具
の
老
舗
丸
善
に
日
参
し
、
口
説

き
落
し
た
。
そ
の
後
、
丸
善
か
ら
も
の
づ
く
り

に
定
評
の
あ
る
セ
ー
ラ
ー
万
年
筆
に
働
き
か
け

て
も
ら
い
、
開
発
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
万
年
筆

の
主
要
部
品
の
開
発
は
セ
ー
ラ
ー
が
行
い
、
磁

器
の
胴
部
分
は
有
田
の
企
業
グ
ル
ー
プ
が
行
う

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
磁
器
の
胴
部
分
の
開
発
費

用
は
会
社
が
負
担
し
た
。
お
互
い
に
現
場
を
知

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
た
め
開

発
の
打
合
せ
は
三
十
数
回
、
東
京
、
広
島
、
有

田
で
行
わ
れ
た
。
石
川
氏
は
提
携
企
業
間
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
た
め
、
有
田
焼
万

年
筆
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、
理
念
の
共
有
を
徹

底
さ
せ
て
い
る
（
表
参
照
）。

開
発
を
進
め
る
中
で
ペ
ン
先
の
部
分
と
磁
器

で
あ
る
胴
の
部
分
を
い
か
に
接
合
さ
せ
る
か
と

い
う
課
題
に
直
面
し
た
。
万
年
筆
の
蓋
を
き
っ

ち
り
締
め
る
に
は
磁
器
で
あ
る
胴
と
蓋
を
ネ
ジ

構
造
で
繋
ぐ
金
属
の
リ
ン
グ
が
必
要
に
な
る
。

た
だ
、
磁
器
は
焼
成
時
に
収
縮
す
る
た
め
磁
器

の
胴
体
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の

接
合
部
分
の
技
術
開
発
は
ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
磁

器
本
体
を
削
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
で
あ
っ
た
。

課
題
の
解
決
に
関
し
て
、
万
華
鏡
の
開
発
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
名
窯
の
『
香
蘭
社
』、『
源
右
衛

門
窯
』
が
協
力
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
２

年
の
歳
月
を
か
け
実
現
さ
せ
た
。

●
最
後
に
―
人
柄
、
行
動
力
、
周
囲
の
支
援
の

相
乗
効
果
が
生
む

有
田
焼
万
年
筆
は
初
年
度
の
販
売
目
標
を
開

始
後
１
ヶ
月
で
達
成
し
、
今
年
４
月
に
訪
日
し

た
韓
国
の
李
明
博
大
統
領
や
、
福
田
首
相
の
ロ

シ
ア
訪
問
時
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
へ
の
お
土
産

と
し
て
贈
呈
さ
れ
て
い
る
。

最
近
、『
事
業
が
順
調
に
立
ち
上
が
っ
て
い

る
よ
う
で
す
ね
』
と
石
川
氏
に
そ
の
理
由
を
訊

ね
た
と
こ
ろ
、
周
り
の
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
言
っ
て
い
た
。
支
援
と
い
え
ば
佐
賀
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
の
役
割
が
大
き
い
。
角
町
部

長
以
下
担
当
者
が
万
華
鏡
開
発
時
か
ら
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
新
連
携
事
業
や
地
域
資
源

活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
推
薦
、
県
補
助
金
の
獲

得
支
援
を
精
力
的
に
行
っ
て
き
た
。
私
が
思
う

に
石
川
氏
の
人
柄
や
行
動
力
が
中
央
会
や
協
力

者
を
動
か
し
、
万
華
鏡
事
業
を
成
功
さ
せ
た
結

果
、
石
川
氏
に
対
す
る
信
頼
が
更
に
高
ま
り
、

支
援
者
、
協
力
者
が
一
層
支
え
て
く
れ
て
い
る

の
だ
と
…
。
私
は
佐
賀
出
身
者
と
し
て
こ
の
事

業
が
成
功
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
。
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有田焼万年筆の願い５カ条

一 わたし達は、有田焼万年筆を通して『多くの人に夢
と感動と日本人の心を伝えたい』と願っています。

一 わたし達は、『万年筆はわが娘、お客様は、娘の嫁
ぎ先』との思いで生涯のお付き合いをしたいと願って
います。

一 わたし達は、５００年後の人たちにも『有田焼万年筆
の品格と文化を伝えられる』ようより良い商品作りに
努力いたします。

一 わたし達は、有田の歴史と有田焼の伝統に誇りをも
ち、多くの人に喜ばれる今までなかった商品を次々と
開発し、『有田の町を元気にすること』を誓います。

一 わたし達は、衆知をあつめ、有田焼万年筆が『佐賀
ブランド、日本ブランド』となるよう海外にも広め日
本文化の評価が高まるように努力いたします。

これが有田焼万年筆だ

新境地を招いた万華鏡たち
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